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れは，先生の厳しさは，言葉を換えれば厳格さであり，学生もその点は納得・理解して
いるからだと思います。いま述べたような事柄についても，原口先生ご執筆の消息に，
ユーモアを交えて紹介されているとおりです。
　猪股先生が批判精神・反骨精神旺盛であることは，多くの学部の先生方がご存知だと
思いますが，近年は以前に比べると，だいぶ発言は控えておられるように見受けられま
す。しかし，一昨年に本部から受講要請のあったウェブ上での「研究倫理教育」受講に
ついては，最後まで反骨精神を貫き，副総長と面談（抗議 !?）することで，受講を了承
されたのは，面目躍如というところでしょうか。
　先生は，政治学から文学に専攻を変えられましたが，政治学であろうと文学であろう
と，その根本の部分では，人間に関する洞察力が求められます。そうした洞察力に関し
て先生は，文学者的なそれだけでなく，政治学者的な嗅覚の鋭さをお持ちであったと思
います。それゆえに，先生の卓見を間接的に伺い，学部運営の参考にさせて頂いたこと
もありました。
　先生とは専門領域も異なり，学部内の業務でご一緒した機会もそれほど多くはないの
ですが，なんとなく波長が合っていたと感じております（先生がどう感じておられたか
は，分かりませんが）。そうした先生が学部を去られるのは，寂しい気持ちがします。
　猪股先生は，12階の研究室フロアでお会いしても，足早にしかし悠々と歩いておられ，
健康上の問題はないようにお見受けしますが，大学の規程により，この３月をもって定
年退職されます。しかし早稲田で授業を担当されなくなっても，専門のご研究や朝鮮語
学習等に勤しまれるのではないかと思います。むしろ，組織の束縛から解き放たれて，
学生時代のように自由な時間を謳歌されるように思います。猪股先生が，今後とも健康
に恵まれ，いろいろな事柄に挑戦できることを祈念するとともに，先生のこれまでの早
稲田大学とくに商学部に対するご貢献に深く感謝申し上げて，私の送別の辞とさせて頂
きます。
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